
 

 
 

2016.4.3 第１日曜日)9:00～14:00   日本野鳥の会大阪支部 

担当 南 茂夫、高井 常之、前田 初雄、甲田 照二、斎藤 健、西脇 淳浩、平 軍二（☎090-6901-1425） 

１．先月(３月)の探鳥会から   開始直後の穂谷川でオ

オジュリンをすぐ近くで確認し、普段確認できないヒクイナ

とクイナのツーショット、しかもヒクイナは近くでもう 1 羽

との鳴きかわしがあり２羽だった。カモ類やアトリ類、ツグ

ミ類等の冬鳥がまだ残っていたほか、ウグイス、ホオジロ、

ヒバリ、シジュウカラ、キジバト、モズ、ムクドリ、ハシボ

ソガラス等の留鳥では囀りや造巣、抱卵も確認できた。イカ

ルチドリ、アリスイ、タヒバリ等も出現したことから、トー

タル５３種を観察した。 

２．今月の鳥 クイナ(写真上)・ヒクイナ (写真下)     
今月期待しているのは、春の鳥のさえずりやキジの雄叫びであ

るが、先月探鳥会で珍しいクイナ科の鳥が２種出たので、今月の

鳥として紹介します。 

ヒクイナは通常夏鳥として日本に渡来し、水辺のアシの茂みな

どに隠れて「キョッキョッキョキョ」と高音で鳴くため、古来、

多くの歌に詠まれ、戸を叩くようだとして「水鶏（くいな）叩く」

といわれている。クイナ・ヒクイナとも夏鳥であるが、最近では

冬にも姿を見ることは多くなっています。しかし、夏の季語とし

て有名なヒクイナの声「クイナ叩く」を、３月に聞くことができ

たことは、非常に稀なことでないかと思われる。 

← 写真：上 クイナ、下 ヒクイナ(何れも西脇淳浩氏)                    

３．「トイレ」・「自転車の危険」       

 牧野探鳥会は他の探鳥地に比べ鳥が多いけれども、「トイ

レが無い・自転車が危ない」の二重苦があり、アキレス

腱になっています。探鳥コースでは猛スピードで自転車が

通過しており、自転車にぶつかると怪我をして痛い目に合う

のはバードウォッチャーで、保険に入っても痛みは補償され

ません。鳥を見ていて「あそこに鳥」の声で道を左⇔右に

移動することがあるが、常に前後左右に目を配り、「猛スピ

ードで通過する自転車から自分を守る」ようお願いします。 

４．牧野探鳥コースの樹木伐採   牧野探鳥会はコースに樹林があるため、林の冬鳥が多く、今冬

は 12月 49種、1月 51種、2月 50 種、3月 53種が観察されています。しかもスタート～フィニッシュまで鳥の切

れ間が無いと言う、ぜいたくな探鳥地となっています。探鳥コースは河川敷の緊急用車道、樹木が道路に大きく

枝を広げている所があり、緊急時にトラック通行の妨げになることが予想され、切ることになったものです。 

2015 年度中に車道の両サイド５ｍ幅で伐木する予定と聞いていましたが、１年繰り延べとなり、2016 年度に

伐採されることになりました。どのように木を伐るかについては、4月中旬に淀川河川事務所へ行き、状況をお

聞きする予定にしていますので、来月の探鳥会でご報告できると思っています。鳥の面からは木を伐ってほしく

ないのですが、2013年の洪水時の水面を体験してからは、木を伐ること止むなしとしています。 

５．次回５月１日（日）春を歌う鳥＆冬鳥残り福   次回は連休中の 5月 1日(第１日曜日)の開催で

す。キジの雄叫び、オオヨシキリ・セッカなど渡来したばかりの夏鳥のさえずり、更に、渡りの途中に立ち寄

ったオオルリ・キビタキも期待しています。冬鳥ツグミも残っているかもしれません。 

160306今日も自転車通過 



科名 鳥名　

2/7 3/6 4/3 5/1 6/5 7/3 2/7 3/6 4/3 5/1 6/5 7/3

5 キジ キジ 20 1 435 カラス ハシボソガラス 48 44 18

21 カモ ツクシガモ 1 436 カラス ハシブトガラス 46 39 3

26 カモ オカヨシガモ 22 8 18 438 キクイタダキ キクイタダキ 7 2 2

27 カモ ヨシガモ 4 442 シジュウカラ ヤマガラ 5

28 カモ ヒドリガモ 21 46 22 443 シジュウカラ ヒガラ 1

29 カモ アメリカヒドリ 5 445 シジュウカラ シジュウカラ 43 109 40

30 カモ マガモ 25 10 15 452 ヒバリ ヒバリ 30 3

32 カモ カルガモ 39 20 30 455 ツバメ ショウドウツバメ 3

34 カモ ハシビロガモ 1 457 ツバメ ツバメ 23

35 カモ オナガガモ 6 459 ツバメ コシアカツバメ 7

36 カモ シマアジ 1 461 ツバメ イワツバメ 16

37 カモ トモエガモ 1 463 ヒヨドリ ヒヨドリ 48 645 920

38 カモ コガモ 28 45 33 464 ウグイス ウグイス 45 5 29

42 カモ ホシハジロ 13 3 2 466 エナガ エナガ 35 26 24

46 カモ キンクロハジロ 15 1 476 ムシクイ オオムシクイ 1

47 カモ スズガモ 2 477 ムシクイ メボソムシクイ 2

59 カモ カワアイサ 22 11 2 480 ムシクイ センダイムシクイ 3

62 カイツブリ カイツブリ 17 483 メジロ メジロ 34 32 17

64 カイツブリ カンムリカイツブリ 23 2 2 492 ヨシキリ オオヨシキリ 12

74 ハト キジバト 46 12 13 499 セッカ セッカ 11

127 ウ カワウ 45 16 14 506 ムクドリ ムクドリ 45 416 172

139 サギ ゴイサギ 4 508 ムクドリ コムクドリ 3

141 サギ ササゴイ 7 511 ムクドリ ホシムクドリ 2

144 サギ アオサギ 47 6 1 520 ヒタキ マミチャジナイ 1

146 サギ ダイサギ 44 1 1 521 ヒタキ シロハラ 23 14 29

148 サギ コサギ 36 1 1 522 ヒタキ アカハラ 1

166 クイナ クイナ 1 1 525 ヒタキ ツグミ 25 152 29

170 クイナ ヒクイナ 2 2 533 ヒタキ ノゴマ 1

174 クイナ バン 3 536 ヒタキ ルリビタキ 1

175 クイナ オオバン 14 9 31 540 ヒタキ ジョウビタキ 25 10 3

185 カッコウ ホトトギス 1 542 ヒタキ ノビタキ 6

192 アマツバメ アマツバメ 2 549 ヒタキ イソヒヨドリ 8 1

195 チドリ ケリ 15 552 ヒタキ エゾビタキ 1

202 チドリ イカルチドリ 5 1 1 554 ヒタキ コサメビタキ 5

203 チドリ コチドリ 14 558 ヒタキ キビタキ 4

204 チドリ シロチドリ 4 560 ヒタキ オジロビタキ 1 1

227 シギ チュウシャクシギ 2 561 ヒタキ オオルリ 2

239 シギ クサシギ 1 569 スズメ スズメ 48 57 27

244 シギ イソシギ 30 2 573 セキレイ キセキレイ 11 1

251 シギ トウネン 1 574 セキレイ ハクセキレイ 43 18 12

286 カモメ ユリカモメ 14 575 セキレイ セグロセキレイ 41 5 3

293 カモメ ウミネコ 2 584 セキレイ タヒバリ 8 5 7

294 カモメ カモメ 1 586 アトリ アトリ 18 6 5

299 カモメ セグロカモメ 8 587 アトリ カワラヒワ 45 105 57

307 カモメ コアジサシ 3 588 アトリ マヒワ 6

339 ミサゴ ミサゴ 29 1 3 592 アトリ ベニマシコ 23 8 8

340 タカ ハチクマ 2 600 アトリ シメ 20 6 3

342 タカ トビ 33 2 3 602 アトリ イカル 8 35 10

349 タカ チュウヒ 1 610 ホオジロ ホオジロ 45 11 16

355 タカ ハイタカ 12 614 ホオジロ ホオアカ 1

356 タカ オオタカ 10 617 ホオジロ カシラダカ 15 1

357 タカ サシバ 1 618 ホオジロ ミヤマホオジロ 1

358 タカ ノスリ 15 1 2 624 ホオジロ アオジ 28 29 34

366 フクロウ オオコノハズク 1 628 ホオジロ オオジュリン 6 6 13

383 カワセミ カワセミ 42 1 1  キジ コジュケイ 4

388 キツツキ アリスイ 4 1  ハト カワラバト(ドバト) 47 15 44

390 キツツキ コゲラ 37 7 9  カッコウ カッコウSP 1

393 キツツキ アカゲラ 1 カモ アイガモ 1

401 ハヤブサ チョウゲンボウ 16

407 ハヤブサ ハヤブサ 15 50 53

418 カササギヒタキ サンコウチョウ 1 2011 1752

420 モズ モズ 43 4 12 30 29
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